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平成２３年度第１回愛知県生活習慣病対策協議会議事要約 

 

【日  時】 平成２３年５月３１日（火） 午後３時から午後４時３０分まで 

【場  所】 愛知県議会議事堂ラウンジ 

【出席委員】 １９名（◎会長） 

       足立委員、伊藤（聖）委員、伊藤（孝）委員、伊藤（敏）委員、内堀委員、 

小林委員、◎佐藤委員、新海委員、玉腰委員、津下委員、富永委員、豊嶋委員、

中垣委員、中村委員、服部（悟）委員、服部（文）委員、村松委員、 

山本（纊）委員、山本（楯）委員 

【事 務 局】 １９名 

【傍 聴 者】 なし 

【内  容】 

１ あいさつ（加藤愛知県健康福祉部健康担当局長） 

 

２ 報告事項 

平成２２年度第２回生活習慣病対策協議会に出された意見への対応について(資料１) 

 （事務局から説明） 

（主な意見、質問等） 

  特になし 

 

３ 議題 

（１）平成２３年度健康長寿あいち推進事業及び生活習慣病対策事業について 

（資料２） 

（２）「健康日本２１あいち計画」最終評価の今後のスケジュールについて 

（資料３） 

 （主な意見等） 

○生涯を通じた健康づくりの推進については、ライフステージごとに事業を整理し、ど

のように対応するか分かりやすく作っていただきたい。 

○健康日本２１あいち計画の最終評価も、ライフステージ別に行い、世代によって弱い

ところに、戦略をとっていく必要がある。これからの次期計画では、県民全体のデータ

で個々の事業を考えるのではなく、違った形にしていく必要がある。 

○国保・医療保険は生活習慣病予防、特定健診・特定保健指導の中心にあり、密接な関

係がある。特定健診・特定保健指導で、国保・医療保険関係団体が健康づくりに大きく

関与することになったことを次期健康増進計画に明記して欲しい。 

○特定健診のデータを活用して循環器疾患の予防対策を行うことには賛成である。ただ

し、受診率が低くては良いデータにならないので、一部のモデル地域を選び、全部の患

者を把握する必要があるのではないか。 
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○愛知県がこの１０年間で上手く進んだところもあるが、多量飲酒者やストレスを感じ

る人は増えるなど、悪くなってきた指標がある。最終評価を迎えているが、今からでも

間に合うことはキャンペーンをするなど考えてやっていく必要があるのではないか。 

○市町村の２１計画の推進、地域計画の策定、現行計画の評価について、県として広域

的な問題、社会的な背景、県や国のデータなどを提供し、保健所とともに支援をして欲

しい。 

○健康日本２１あいち計画の最終評価について、次期計画に生きるように評価の仕方が

正しかったのか、補完的なデータや研究の成果など裏付けられるよう、各部会でバック

データを検討し、しっかり議論し、生活習慣病対策の全体が見えるような最終評価にな

るよう期待している。 

○震災以降の問題である、節電と熱中症対策の相容れない部分を考慮し、今後の計画で

共存していくよう盛り込む必要がある。 

○アルコール等の疾患は、家族の中で一人でも病気になってしまうと、アルコール患者

も間違いなく悪化する。医師としてもできるだけの対応はしていても限界があり、福祉

の現場とも連携し、配慮できるシステムを愛知県の特長的なものとして、入れていただ

きたい。 

 

（３） その他 

（資料４） 

○生活習慣病の放置により、最終的にどのような結果を招くのか、県民に意識してもらえる

成果を挙げられる方策を取ってほしい。 

○病気は怖いというメッセージと、やれば出来る、成果が出るといった具体的にどうす

ればよいのかといった一人ひとりに対する働きかけの両方で啓発してはどうか。 

 

４ 閉会あいさつ （伊藤愛知県健康福祉部健康担当局次長） 


